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中央自動車道の笹子トンネルの事故で、崩落した天井板などを固定していたボルトには換気による風圧で設

計時の想定の２倍以上の力がかかっていたとみられることが、国の事故調査委員会の分析で新たに分かりま

した。調査委員会は２８日、設計や施工、それに点検の不備などが重なって事故が起きたとする報告書の骨

子を公表する方針です。 

中央自動車道の笹子トンネルでは去年１２月、換気のために取り付けられていた天井板が崩落して９人が死

亡する事故があり、その後、天井板や金具をつり下げていた接着剤で固定するタイプのボルトが数多く抜け落

ちているのが見つかりました。 

国の事故調査委員会が分析したところ、換気によって天井付近に生じる風圧で現場付近のボルトにかかって

いた力は、設計時に想定された力の最大２．５倍程度だったとみられることが新たに分かりました。 

これは設計上、ボルトにかかる力が均等になっておらず、天井板の上を左右に仕切る「隔壁板」という板にか

かる風圧が十分考慮されていなかったとみられるためだということです。 

さらに車両が通過する際に生じる風圧もボルトに影響を与えた可能性があり、その回数は、トンネル開通以降

の３５年間でおよそ７００万回に上ると推計しています。 

調査委員会のこれまでの調査では、ボルトの接着剤が劣化して強度が落ちていたことや、トンネルを管理する

中日本高速道路がボルト部分の詳細な点検を１０年余り行っていなかったことなどが分かっています。 

調査委員会は、天井板やボルトの設計や施工、それに点検の不備など、複数の要因が重なって事故が起き

たとする報告書の骨子をまとめ、２８日、公表する方針です。 

（NHK 2013 年 5 月 28 日） 

 

 


